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．本論文の目的と方法1
現代の子どもはサブカルチャーに囲まれている。 このメディア環境は、子どもの言








































































































































































































































































































































































































の国語教育では「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこと」のみにとどめずに 「見」 」 、
ること」や「描くこと」をも含みこんだ多様な領域を考えて、学習者の指導に当る必要
がある。そして国語科で扱う学力を、単にことばのリテラシーのみならず、映像や音声
を含めたマルチ・リテラシーとして捉え直したい。ただし大切なのは、決してことばか
ら離れることなく、常にことばとの接点を明確にするということである。
今後さらに全体的な見直しをして、新たな提案を続けたいと思う。
１．身近な校歌の歌詞を用いたことばの学習は、学習者の興味・関心を喚起するという
目標に即して、
２． ゲームを「境界線上の教材」として位置付け、学習者の興味・関心喚起のための方
略を検討する
３． 特に中学校に絶対評価が導入されてから、評価の問題が様々な形で現場に広がっ
ている。その最大の問題点は、目標や指導から切り離されて評価のみが一人歩きしてい
るという点である。特に中学校の現場では、絶対評価に振り回されて、目標や指導その
ものに対する配慮が不十分になるという危惧がある。そして評価規準の細分化によって
評定の算出が煩雑化すことに伴って、教師の業務量が増えて十分な教材研究の時間が確
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保しにくくなっているのも事実である。説明責任が厳しく問われる反面、客観性が尊重
される代わりに評価する教師の顔が見えにくくなってしまった。その結果まさに評価の
ための評価になって、教師と学習者との人間的な関係がますます希薄になりつつある。
実際に評価の対象となるのは即時的評価のみ、評価対象となった個々の能力のみという
ことで、長期的・総合的な観点からの評価が実施しにくくなっている。このような問題
は克服されなければならない。
○ わたくしの試みは 「境界線上の教材」としてのサブカルチャー教材を、決して補、
助的な副教材としてではなく、中心となる主教材・本教材として用いることであった。
広く２１世紀の国語教育を考える際に、この試みは一つの可能性を提起してくれると信
じている。そして本研究の中で、わたくしは常に実践を重視してきた。本研究において
紹介したのは、すべてがわたくし自身の実践に裏打ちされたものである。先行研究およ
び先行実践を着実に取り込みつつ、実践を通して授業の可能性を追求してきた。再度述
べるが、本研究では具体的な授業内容の記述を中心とした。そしてその授業の中に、国
語教育の理論を組み込むように心がけてきた。授業を構想する際に、先行研究・先行実
践を踏まえた国語教育の理論は不可欠だからである。ただし本研究では、実践から定位
した理論の体系的な整理は達成できていない。今後の最大の課題は、実践から導き出し
た理論を体系的に記述することである。
○ 今後の課題は、漫画論をも含めて価値ある学習活動を保証する教材の開拓と、効果
的な実践の積み重ねである。
○ 先行実践 大河原忠蔵が状況認識のための有効な方法
大村はま 遠藤瑛子 単元学習の１つの展開として実践された。
町田は 「境界線上の教材」としてのサブカルチャー教材の教材開発と授業開発・サ、
、ブカルチャー教材をメインゅざいかすることをめざした実験的実践をおこない、記録し
報告した。
○ 国語教育の課題に答える。サブカルチャーによる授業開発によって今後の
① 語彙指導の充実。
② 文学教育の充実
③ 「言語について考える」習慣と力を育てること。
④ ことばによる表現力を育てること。
⑤ メディアリテラシーの教育を展開する。
⑥ コミュニケーション能力を育成すること。
⑦ 「見ること」言語活動領域に位置づける。
⑧ 思考力・想像力の育成
サブカルチャーの教材開発と授業開発は、浜本が指摘した「国語教育の課題」と何ら
かの形で対応している。
